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社会科学習指導案（地理的分野）
日 時 平成24年 月 日（ ） 校時

学 級 糸満市立糸満中学校1年 組

授 業 者 教諭 内山直美

１．単元名 第１部 『世界のさまざまな地域』 第３章 「世界の諸地域」

５節 アフリカ州「ガーナに見るチョコレートの真実」

２．単元設定の理由

(1)教材観

この単元は、世界の各州を対象として、それぞれの州内に暮らす人々の生活に関わる、州内の特色

ある地理的事象を基に主題を設定し、その追究を通してそれぞれの州の地域的特色を理解させること

をおもなねらいとしている。

「中学校学習指導要領解説社会編」では、我が国の国土認識だけでなく世界の諸地域の地理的認識

を養うことを重視することが明記されている。このような地理的認識を養うためには、日本や世界の

様々な地理的事象に生徒自らが関心をもって学習に取り組むことができるようにするとともに、学習

を通してさらに関心が喚起されるよう指導を工夫する必要があるとしている。その中で、「世界の諸

地域」においては、学習で取り上げる地域や国それぞれが、世界的視野から見てどのような地域的特

色をもっているか考えさせることが大切とする。さらに、世界地誌学習の特色の一つは「主題追究学

習」を取り入れたことにある。主題追究学習では、習得した知識が活用され、各地域の主な特徴を取

り上げて主題とした学びを構成する。「解説社会編」では、主題は、取り上げる地理的事象、既習内

容、難易度、生徒の生活体験、学習活動、配当時間などから教師によって設定することとしている。

主題の設定は各州一つ又は二つの主題に絞り展開するのが適切とし、各州に暮らす人々の生活の様子

を的確に把握できる地理的事象であること、また、我が国の国土の認識を深める上で効果的であるこ

ととしている。本研究では、この主題の設定を開発教育の視点で設定し、世界の地理的事象に自ら関

心を持ち、主体的に学習に取り組むよう指導を工夫したい。

(2)生徒観

本授業の実践に当たって、生徒の実態を把握するため、1 年生２学級 56 名にアンケート調査を行っ
た。質問内容は、地理学習に関することや、思考力、判断力、表現力を高めるための授業の内容を中

心に記載する。

「地理の授業で世界中にある問題や課題について知りたいと思いますか。」の質問に、57 ％の生徒
が、「思う」「どちらかというと思う」とし、理由に「少しでも知って、自分にできることがあれば行

いたいから」や「色々な国でどんな課題や対策法があるのか知りたいから」、「世界をより良くしたい

から」などと回答している。43 ％の生徒は、「あまり思わない」「思わない」とし、理由に「自分では
解決するのは難しいから」や「問題や課題があっても今は平和に暮らせるから」などの回答があった。

「授業の中で、問題や課題に対して考えることは好きですか。」の質問に、39％の生徒が、「好き」「ど
ちらかというと好き」とし、理由に「みんなで考えるのが好き」や「分かるともっと調べたいと思う

から」、「色々な考えを出せるから」などと回答があった。61 ％の生徒が「あまり好きではない」「好
きではない」とし、理由に「難しい内容だと考えるのが大変だから」や「時間がかかるから」などの

回答があった。「授業の中で、問題や課題に対して考えたことを、文章にしてまとめることは好きです

か。」の質問に、27 ％の生徒が「好き」「どちらかというと好き」とし、理由に「理由を自分のことば
でまとめるのが好きだから」や「意味が分かりやすくなるから」などの回答があった。一方 73％の生
徒が「あまり好きではない」「好きではない」とし、理由に「文章力や説明力がないから」「文章が苦

手」など、多くの生徒が苦手意識が高い。「地理を学ぶと、社会の一員としてより良い社会を考えるこ

とができるようになりそうですか。」の質問に、77％の生徒が「思う」「どちらかというと思う」とし、
理由に「学んだ後、家族と会話ができそうだから」や「日本だけではなく世界に目を向けられるから」

「人を思う社会ができるから」などの会とがあった。23 ％の生徒が「あまり思わない」「思わない」
とし、理由に「社会の一員になるのは難しそう」「学んでも何もしなかったら意味がないから」などの

回答があった。77 ％の生徒は、地理学習と社会参画を意識して取り組める生徒がいることが分かる。
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(3)指導観

アフリカ州は、世界人口の15％近くを占め、アジアに次ぐ人口爆発地域となっている。アラビア語

を話し、イスラム教を信仰する人々が多く生活する北アフリカと、サハラ砂漠以南の広大な中・南ア

フリカとではその地域的特色も異なる。ヨーロッパ人により、膨大な数の奴隷が南北アメリカに送り

込まれ、アフリカの伝統的社会は崩壊した。産業革命後のヨーロッパは、アフリカを農産物と鉱山資

源の供給地とし、プランテーション農業と鉱山開発、植民地分割と支配が一方的に進められ、人為的

な国境線が画定した。｢アフリカの年｣といわれた1960年を境にアフリカ諸国は次々と独立したが、プ

ランテーションの影響で、ギニア湾沿岸地域のカカオやコーヒー、東アフリカの高原地帯でのコーヒ

ーや茶などの栽培が引き続き行われた。モノカルチャー経済と歴史的な部族対立、人口急増、水・食

料不足、エイズや感染症の流行など、取り組むべき課題は大きい。本授業では、｢植民地支配の歴史と

産業の関わり｣という開発教育の視点と参加型学習を通して、アフリカの地域的特色の理解とアフリカ

社会が抱える課題に気づくように単元を構成することとした。

３．単元目標

植民地支配を受けた歴史に着目し、固有の文化を持ちながらも、独立後も多くの国がモノカルチャー

経済によって支えられている現状を理解させる。

４．単元目標（観点別評価の規準）

社会的事象への 社会的な思考・判断・ 資料活用の技能 社会的事象について

関心・意欲・態度 表現 の知識・理解

・モノカルチャー経済 ・一つの国がその輸出品 ・資料化から、アフリカ ・西アジアとの深い関わ

やヨーロッパとの関係 を特定の農産物や鉱産資 諸国とヨーロッパ諸国と りをもつ北アメリカと、

に着目しながら、アフ 源にたよるようになった の関係の深さを読み取 中南アフリカとに分けな

リカ州の地域的特色に 原因を追究し、そのよう る。 がら、アフリカ州の地域

関心を高める。 な貿易形態の問題点を考 的特色に関する知識を身

察する。 につける。

５．単元の指導計画と評価計画

第３章（１）世界の様々な地域 ウ世界の諸地域（アフリカ州）（３時間扱い）

過程 学習のねらい 学習内容 評価規準

習 １ ①アフリカ州の自 □アフリカ州の大観 【関意態】アフリカの自然環境に関心

得 時 然 ・自然環境に視点をあて、ア をもち、地域的特色を意欲的に追究し

活 間 ・アフリカ州につ フリカ州を大観させる。 ようとしている。

動 目 いての学習に対す ・熱帯林や砂漠の広がりに着 【思判表】同じアフリカでも地域によ

の る関心を高めると 目しながら、熱帯、乾燥帯、 って主食が異なる理由について説明す

段 ともに、アフリカ 温帯の分布やそれぞれの気候 ることができる。

階 の自然環境のおお 帯にみられる特色を写真や雨 【技能】地図や雨温図、写真などから、

まかなようすを、 温図から考察させる。 アフリカの自然の特色を読み取ること

熱帯林や砂漠の広 ができる。

がりなどに着目さ 【知理】アフリカの自然環境（地形や

せて捉えさせる。 気候）を特色づける用語を理解してい

る。

２ ②アフリカの歩み □歴史、文化、言語、宗教を 【関意態】ヨーロッパの言語がアフリ

時 と文化 通した地域的特色の考察 カで多く使われていることに関心を持

間 ・植民地支配の歴 ・かつて宗主国であったヨー ち、アフリカの歩みと文化を意欲的に

目 史に注目させて、 ロッパ諸国と、現在も密接な 追究しようとしている。

アフリカの歩みと 関係があることを理解させる。 【思判表】アフリカ諸国の文化の特色

文化を捉えさせる。 ・アフリカ州には音楽やおど を、ヨーロッパ諸国の植民地となって

りなどの多様な文化がみられ いた歴史との関係から説明することが

る。また、言語や宗教は特に できる。

サハラ砂漠を境にその南北で 【技能】資料図から、アフリカ諸国と

違いがみられることを理解さ ヨーロッパとの関係の深さを読み取る
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せる。 ことができる。

【知理】サハラ砂漠の南と北で異なる

アフリカ諸国の文化の特色を、言語、

宗教の面から説明することができる。

活 ３ ③植民地支配の歴 □「ガーナに見るチョコレー 【関意態】何ができるかを考え、優先

用 時 史と産業との関わ トの真実」 順位（ランキング）をつけることで自

の 間 り ・アイスブレーキング（チョ 分の考えを整理するとともに他の人の

段 目 ・パフォーマンス コレートクイズ） 考えに耳を傾け、異なる考え方、視点

階 課題を通じて、自 ・カカオ産業の児童労働の問 に触れる。

本 分の思考や表現を 題を解決するするために、自 【思判表】パフォーマンス課題を通じ

時 可視化できる。 分たちにできることを考える。 て、自分の思考や表現を可視化できる。

・個人で優先順位を決める・ 【技能】私たちに何ができるかを考え、

グループ発表・意見交換・全 個人やグループでできる行動へとつな

体で共有 げる。

・本時のふり返りを行う（パ 【知理】カカオ産業の児童労働の問題

フォーマンス評価 200字） に対し、どのような解決方法があるの

かを知る。

６ 指導計画

(1) 題材名（主題）
アフリカ州 「ガーナに見るチョコレートの真実」

(2) 開発教育の視点
地球社会の各地にみられる貧困や格差の現状を知り、その原因を理解すること。

(3) 学習目標
①カカオ産業の児童労働の問題に対し、どのような解決方法があるのかを知る。

②私たちに何ができるかを考え、個人やグループでできる行動へとつなげる。

③何ができるかを考え、優先順位（ランキング）をつけることで自分の考えを整理するとともに

他の人の考えに耳を傾け、異なる考え方、視点に触れる。

(4) 本時の評価規準 （自己評価、パフォーマンス評価 200字）
(5) 本時の展開【「おいしいチョコレートの真実」（制作：特定非営利活動法人 ACE)を参考に作成】
過 学習活動 指導上の留意点 評価

程 ■活動 ◇教師の発問や指示 ○予想される生徒の反応 【言語活動】 規準

導 ◇これまでのアフリカ州の確認をしよう。 ・パワーポイントで確認 知識

入 ■これまでのアフリカ州の学習を振り返る。（習得の学習） する。 【読み取り】 理解

５

分

展 ■本時の目標の確認 グループ【解釈】 知識

開 「ガーナに見るチョコレートの真実」 ・Ａ～Ｉまでのアクション 理解

30 ■ガーナのイメージを書く。 に優先順位をつけ、ランキ

分 ■ビデオの視聴（５分） ングシートに貼る。

◇発問（主題） ・個人で作業したランキン

グの結果についてグループ 技能

内で発表し、意見交換する。

◇ランキングの説明、ランキングシートを配る ・教師は各グループがどん

■個人で優先順位を決める（５分）一斉 なことを話し合っているか

確認する。

・Ｉに書かれたアイディア 思考

なども発表させる。 判断

・各グループで話し合った 表現

カカオ産業の児童労働の問題を解決するするために、「効果が
大きいと思う順」をランキングしよう。
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ことを学級全体で共有する。

・教師は発表に出てこなか

ったアイディアを紹介する

・各アクションの説明を加

える。

【解釈・説明】

終 ■グループ発表・意見交換（10分）グループ ・アフリカ州の決すべき 思考

末 ■全体で共有（10分）グループ 課題を、根拠を持って説 判断

10 ■本時のふり返りを行う（パフォーマンス評価 200字） 明する。 【論述】 表現

分 ①カカオ産業の児童労働の問題に対し、どのような解決方法

があるのか知っている。②優先順位（ランキング）をつける

ことで自分の考えを整理し表現している。異なる考え方、視

点に触れている。③私たち（自分）に何ができるかを考え、

表現している。

(6)本時の評価
アフリカ州の解決すべき課題を、根拠を持って説明できている。 【思考力・判断力・表現力】

〈評価のためのルーブリック〉＊論理的：意味の通る ＊根拠：具体的に

評価 内 容

A カカオ産業の児童労働の解決に向けて、複数の根拠に基づき論理的に意見が述べられている。

B カカオ産業の児童労働の解決に向けて、一つの根拠に基づき、論理的に意見を述べている。

C 意見に根拠がなく、論理的ではない。

【参考文献】

・『おいしいチョコレートの真実』（制作：特定非営利活動法人 ACE)

Ａ 図書館やインターネットなどで「児童労働」について調
べたり、勉強したり知識をつける。

Ｂ 「児童労働」をなくすために活動している団体の講演会

やイベントに参加する。
Ｃ 「児童労働」をなくすために活動している団体を支援す

る（募金／ボランティア）

Ｄ 普通のチョコレートよりも高くても、「児童労働」で作
られていない「フェアートレード」のチョコを買う。

Ｅ 「児童労働」によって作られていない「フェアートレー

ド」のチョコを作ってほしいと、企業に手紙を送る。
Ｆ 日本政府にもっと「児童労働」の問題に取り組んでほし

いと署名を集め、その声を日本政府に届ける。

Ｇ 新聞やテレビを通して「児童労働」の問題を多くの人に
訴えかける。

Ｈ カカオ産業の「児童労働」について、身近にいる人たち

と話す。


